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歯科衛生士学生におけるデジタル教材を活用した教育の取り組み
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スマートデバイスと呼ばれる,ス マートフォンやタブレット端末の保有者が年々増加している.教育の情
報化に係る政府方針として,初等中等教育において課題発見・解決にITを活用できる情報活用能力を発達
段階に応じて育成するため,全ての教科の課題発見・解決等のプロセスにおいて各教科の特性に応じ,IT
を効率的に活用することが挙げられている.そ こで,本学歯科衛生士学科では,教育の効果と学生の満足度

向上を目指し,デジタル教材の配信を段階的に行ってきた.今回は,学生のデジタル教材の活用状況につい

て調査し,その有効性と今後の課題について検討した。デジタル教材を活用した教育の取り組みから,講義
におけるデジタル教材は「役立った」と回答した者が86%,基礎実習におけるデジタル教材は「役立った」
と回答した者が95%であった.学生が配信を希望するデジタル教材は,歯科診療補助実習 (歯科治療術式)
に関係するものが多く挙げられた.歯科器械の実技試験において,デジタル教材を使用した27年度生は,有
意に成績が良かった (第 1回 :p>OЮl,第 2回 :p>OЮl).今後,学生が配信を希望するデジタル教材を作
成し活用して,ア クテイブ・ラーニングにつなげていくことが課題である.
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I.緒 言
対象者には,平成28年 4月 よりiPadを 1人 1台貸与

し,講義・実習を行っている.そ こで,学生のデジ

タル教材の活用状況について調査し,その有効性と

今後の課題について検討した.

我が国において,年 々,ス マートデバイスの保有

者が増加し,ス マートフォンは62.3%, タブレット

端末は2■3%の者が保有している1)。 また,青少年
のスマー トフォン保有率は967%と 高い数値を示し

ている
2).そ
れに加え,近年では教育のなかにICT

(Inbrmation and Communication Technology)を

利用したeラ ーニングやアクティブ・ラーニングヘ

の活用が広がりをみせ,ICT教育がより身近になっ

てきている.

本学歯科衛生士学科では,平成26年 より,基礎実
習のデモンス トレーション動画や講義用資料などの

デジタル教材の配信を段階的に行ってきた。現在は,

150以上のデジタル教材の配信を行い,そ れによる

教育効果と学生の満足度向上を日指してきた。なお ,

Ⅱ.対象および方法

対象は,本学歯科衛生士学科 2年生 (平成27年度
生)37人である.調査は,平成27年 4月 から28年 6

月までの 1年 2ヶ 月間のデジタル教材の使用状況に

ついて行った.調査内容は学生の居住形態とWi―Fi

環境,デ ジタル教材の間覧端末,iPadの使用状況 ,

デジタル教材の活用状況,学生が配信を希望するデ

ジタル教材,デジタル教材の有効性についてである.

調査は,無記名で一部白記式 。多項目選択式質問紙

法で行った。また,デジタル教材の有効性を評価す
るため, 1年次にデジタル教材を使用していない平
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図3 講義におけるデジタル教材の活用 (n=37)

図4 役立った講義科目 (n=37)

2.デジタル教材の閲覧端末
デジタル教材の閲覧端末は,図 2に示すとおり,
iPad貸与前の 1年次では,iPhoneで デジタル教材を

見ている者が24人 と最も多く,次いでスマートフォ
ンが 9人 , タブレット端末が 5人,パ ソコンが 2人

であった.ま た,iPad貸与後の 2年次では,iPadで

見る者が34人 (92%)と 圧倒的に多く,それ以外の

端末は,わずか 3人 (8%)であった.

3.デジタル教材の活用状況
講義におけるデジタル教材の活用状況は,図 3に

示すとおり,「十分役立った」と回答した者が16人

(43%),「少し役立った」が16人 (43%),「 どちらと
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図1 学生の居住形態 (n=37)
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図 2 1年 次デジタル教材の閲覧端末 (複 数回答
n=37)

成26年度生 (iPad未使用群)と ,活用して授業を行っ

た27年度生 (iPad使用群)の歯科器械実技試験成績
をstudentの t検定で比較,検討を行った.

Ⅲ.結 果

1.居住形態とWi―Fi環境
学生の居住形態とWi―Fi環境を調べた結果,図 1

に示すとおり,自 宅居住者が22人 (60%),学生寮

居住者が 9人 (24%),ア パート居住者が 6人 (16%)

であった.ま た,各 々が生活する居住形態での
Wi―Fi環境の有無は,「 あり」と回答 した者は26人

(70%)で ,「 なし」の者は11人 (30%)で,環境が

整っている者が多かった.
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図 5 基礎実習におけるデジタル教材の活用 (n=37)

も言えない」が 4人 (11%),「役立たない」が 1人 (3%)

であった。役に立った理由として,カ ラーで見やすい,

繰り返し見返すことができる,拡大が出来る等が挙

げられた。役に立たない理由として,学外でのWi―Fi

環境がない,書 き込みが出来ない,容量が足りない,

iPadの使い方がわからない等が挙げられた。また,

役立った講義科目は,図 4に示すとおり,歯科器械

が24人 (65%)で最も多く,次いで歯科矯工学が 6

人 (16%),歯周病予防処置論が 5人 (14%),日 腔

外科が2人 (5%)であった.

さらに,基礎実習におけるデジタル教材の活用状

況は図 5に示すとおり,「十分役立った」と回答し

た者が21人 (57%),「少し役立った」が14人 (38%),

「どちらとも言えない」が 2人 (5%)で十分役立っ
たと回答した者が半数を超えた。役に立った基礎実

習科目は,歯周病予防処置実習が25人 (68%),歯
科診療補助実習が12人 (32%)であった.役に立っ

た理由として,動画を見ながら実習が出来る,復習
が出来る,繰 り返し見返すことができる,テス ト対

策ができる等が挙げられた.

4.学生が配信を希望するデジタル教材
学生が配信を希望するデジタル教材は,図 6に示

すとおり,根管治療が 7人で最も多く,次いで, コ

ンポジットレジン充填が 6人,困難抜歯が 4人と続
いた。実習以外では非常勤講師の講義資料を希望す

る者が 5人であった。

5.デジタル教材の有効性
デジタル教材の有効性を知るために,歯科器械の

実技試験において,デジタル教材を使用しなかった

iPad未使用群 (26年度生)と 使用したiPad使用群 (27

年度生)を比較した.その結果,第 1回実技試験の

平均点は66.4点 (iPad未使用群):76.5点 (iPad使用群)

(p>0.01),第 2回実技試験の平均点は69.2点 (iPad

未使用群 ):795点 (iPad使 用群 )(p>0.01)で ,

iPad使用群の点数が第 1回 10■点,第 2回 103点高
い結果となり,それぞれに有意な差が認められた。

Ⅳ.考 察

1.居住形態とWi―Fi環境
居住形態では,新潟県内出身の学生が多いことか

ら, 自宅居住者が多いものと思われる.学外での

Wi―Fi環境は,自 宅では,保護者がインターネット

回線を契約している者が多いことから,「ある」と

回答した者が多かったと思われる.ま た,学生寮居

住者は,食堂でのWi―Fi使用は可能であるが,居室
では無線LANル ーターを設置しなければ使用でき

ないため,「なし」と回答した者がいたと考えられる.

アパート居住者では,無線LANルーターが備え付け

られているアパートもあるが,個人で契約しなけれ

ばならない場合が多いことから,「 なし」と回答し

た者がいたと思われる。現状では,居住形態により,

Wi―Fi環境が異なることから,一律に学生の自宅学

習での活用を期待することは難しいと思われる.

2.デジタル教材の閲覧端末
iPad貸与前である 1年次は, デジタル教材を各自

が保持しているスマー トデバイスを利用して,デジ

タル教材を閲覧していたが,iPad貸与後の 2年次は,

画面が大きいことや容量が確保でき,資料を本体に

保存することが可能であることから,「iPadの 方が

見やすい」と答えたものと思われる.ま た.持ち運
びの困難さおよびWi―Fi環境の無い者は,「iPad以外

の端末」と答えたものと考えられる.

3.デジタル教材の活用状況
講義におけるデジタル教材の活用状況では,講義

時に配布される資料は,文字が小さく潰れていたり,

写真がモノクロで見づらい場合があるが,デ ジタル

教材はカラーで資料を閲覧出来ることや,画面を拡

大できるため「役立った」と回答した学生が多かっ

たと考えられる。また,PDF資料の場合,本体に
保存することも可能なため,繰 り返し見ることがで

きることから,歯科器械で「役立った」と回答した

者が最も多かったと思われる。

基礎実習におけるデジタル教材の活用状況におい
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ては,実習時,反復練習する必要がり,自 身が出来

ない実技の動画を確認しながら実習を進めていける

ことや,繰 り返しデジタル教材を閲覧できるため,

「役立った」と回答した者が多かったのではないか

と思われる.しかし,動画は本体への保存が不可能

であるため,通信環境が整っていない学生は,学校

以外では見返すことが出来ないことから,「 どちら

とも言えない」と回答した者がいたと思われる.

4.学生が配信を希望するデジタル教材
学生が配信を希望するデジタル教材は,実技試験

のある歯科診療補助実習 (歯科治療術式)に対して

のものが多かった.それは,実習中は分からない所
を担当教員に直接聞くことができ,自主練習中は教

員不在の時があるため,分からない所の確認や試験

前の最終確認にデジタル教材を活用する学生が多い

ためと思われる.

5.デジタル教材の有効性
歯科器械の実技試験には,約 300種類以上の歯科

器械を覚える必要があるため,個 々の歯科器械の特

徴を把握しておく必要がある.講義プリントがモノ

クロ印刷であることや,教科書の写真がカラーでな
いものが多いことから,実物の画像をPDF化 した

デジタル教材を配信した。デジタル教材は,カ ラー

写真であること,細かい部分を拡大して表示してい

ること,ま た,PDF化 しているためスマー トデバ

イスに保存が可能であるという利点がある.試験結

果から,iPad未使用群 (26年度生)と iPad使用群 (27

年度生)を比較すると,iPad使用群は試験前に有効

81

に活用し,画面で歯科器械を確認できたことから,

学習効果が試験成績に反映されたものと思われる.

今後は,学生が配信を希望するデジタル教材を作

成して,多 くの学科目において活用できる環境を整

え,ア クテイブ・ラーニングにつなげていきたい.

V.結 論

デジタル教材を活用した教育の取り組みから,以

下の結論を得た.

1.デジタル教材の活用は,講義において「十分役
立った」と「少し役立った」を合わせて86%,基

礎実習において95%の者が役立ったと回答した.

2.学生が配信を希望するデジタル教材は,歯科診
療補助実習 (歯科治療術式)に 関係するものが多

かった.

3.歯科器械の実技試験において,iPad使用群 (27
年度生)は ,有意に成績が良かった (第 1回 ip

>OЮ l.第 2回 :p>001).

本研究は,日 本歯科衛生教育学会第 8回学術大会

(平成28年 12月 11日  東京医科歯科大学)に おいて
発表した.

本発表に関連して,開示すべきCOI関係にある企

業などはない.
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図6 学生が配信を希望するデジタル教材 (複数回答 :n=29)
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